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ヒマラヤ銀の時代
 
-60歳の� 8000メートル峰登頂記-

斎藤惇生
新河端病院

中島道郎
大阪府済生会泉尾病院� 

1 990年5月21日、� 60歳の斎藤ともうすぐ� 60歳になる中島の両名は、シシャパンマ降� 

(8027m)の登頂に成功した。こう した高齢者の� 80 0 0メートル峰の登頂はきわめて例が少ない。

しかし今後は、ヒマラヤをめざす高齢者がまちがいなく噂えるだろう。そこで高齢者の登頂という、

医学学術研究においても貴重な記録を、成功の原因の分析とともに書き残すこととした。以下は、

前半は斎藤惇生、後半は中島道郎が、それぞれ一人称で記したものである。

斎藤樺生� 

1 980年のプレ・モンスーンの日本山岳会チ

ヨモランマ登山隊に参加した時は、東北稜のC6

まで登った。高度は� 7600メートルだった。無

酸素だ、ったが、割合に調子よく登れた。本当は� 8 

010メートルの� C7まで登ってみたかったのだ

が、ちょうどアタック体勢にはいっていたので遠

慮した。 ，� 82年末に、京都外科学会報に乞われ

て書いたチョモランマの記録の最後に、次のよう

に書いている。� r は日本人で5 0歳で7600m

は記録なのだが、昨年、驚くべきニュースがあっ

た。� 62歳の西独の登山家がマナスル� (81 6 3 

m)に登ったというのだ。これではまだまだ私の

山を終わらすわけにはいかないと発憤したのだが、

またヒマラヤへ行ける機会が訪れるかどうか。そ

れはわからない。」

その後、機会はあった。� 1985年の中・日友

好ナムナニ峰合同登山隊と� 88年の中・日・ネ三

国合同チョモランマ交叉縦走登山隊に参加した。

ナムナニ峰では、日本側の副総隊長の責任があっ

た。� 6270メートルのC2まで隊員の激励に登� 

った。� 1988年は北の中国側の総括隊長� (登山

隊とテレピ隊の統括連絡の仕事)で大本営� (BC)

に張り付けになり、毎晩のように中・日・ネ三国

の会議に出席していた。チョモランマは朝な夕な

眺めるだけだった。交叉縦走が成功してから、ス

トレスの解消にロンブゃク川左岸の岩峰に登った。

高庇約� 6200メー トルで、� BCからの高度差� 1 

000メートルを� 4時間で登れた。高度順応力は

まあまあだと、少しうっぷんを晴らすことができ

た。登山隊の性格、規模にもよるが、責任者にな

ると前線に出て登挙活動をすることはまず諦めね

ばならない。� 

198 7年ごろから� AACKの中堅ク ラスの連

中の間で� 1990年にシシャパンマ峰で医学を中

心に した学術登山をやろうという動きが始まって

いた。私はチベットに� 4回も行っているので、次

に行くならネパールかパキスタンなどの違った地

域の山へ行きたかった。それに、留守ばかりして

患者さんや病院に迷惑をかけることになるので、

最初はほとんど行く気はなかった。

松沢哲郎登禁隊長と松林公蔵学術隊長は� r8 0 
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00メートル峰に登る最後の機会ですよ」と私を

説得し始めた。日ごろ登山家として、最後の思い

出に� 80 0 0メートル峰に登ってみたい、と言っ

ていた私には、これはまったく呪文に等しかった。

医学学講f登山隊であること、これまでの自分の中

国での経験、人間関係が隊の運行にきっと役立つ

に違いないこと、そして日ごろ大変お世話になっ

ている京大第一外科の戸部隆吉教授が万難を排し

て総隊長を引き受けられたことなどから、参加を

決心した。

文部省の海外学術調査費の助成が� 1989年に

決まってから、隊員たちはネパールのナムチェバ

ザール、中国新彊のムズターグ・アタ峰� (754 

6m)で高所医学、疫学、社会学などの調査活動

を開始した。ムズターグ・アタでは� 5人が登頂に

成功した。� 

3月18日、先発隊が伊丹を発ち、ネパールか

ら中国に入り� BCの設営、偵察活動を開始した。� 

4月3日に発った本隊は北京経由でチベットに向

かった。私は遅れて� 4月13日、戸部総隊長、堀

了平AACK会長、林一彦特別顧問、河合明宣秘

書長と一緒に出発した。途中のシガーlレ(430 

om)で河合が高所肺水腫を発病、急、遁中・ネ国

境のザンム� (2160m)まで運び治療したこと

もあって、私がBC (5 0 20m)に到着したの

は4月26日だった。もうこのころは、前線はC 

3 (692 Om)に達していた。� 

4月28日、� 56 4 0メートルのABCに登る

王鳳桐連絡官と同行した。� BC-ABCの間は� 1 

6キロメートルぐらいあり長い。まだ十分高度順

応していない身体にはこたえる。最後は8キロぐ

らいの荷を、同行の菅典道隊員に担いでもらう情

けなさであった。� 

4月30日、左岸の� 6000メートルの尾根に

遠藤克明隊員と順応訓練に登る。翌日は顔の浮腫

がひどい。利尿剤ラシックス� l錠服用、� 1日で2 

800m!の排尿があった。 

5月2日、また左岸を� 200mほど登が息切れ

しやすい。� 

5月3日、まだ浮腫が顔、下腹にある。またラ

シックス� l錠服用、一日で3800mlの排尿があ� 

ってすっかり浮腫がとれ、� 4日朝には身体が軽く

感じ、意欲が湧いてきた。� 

BCを出発する時から中島道郎学術副総隊長と

一緒だった。彼は私より� 1歳年下の� 59歳である。

頂上、頂上と言っていても、内心は� C3かC4ま

で行けたら、老登山家の高所登禁滞在のデータ提

供になるので、� 2人とも隊の動きの邪魔にならな

い行動を，心がけた。

幸い天候は安定し、好天が多かった。登警は日

本人隊員のほか、� 4人のシェルパ、� 2人のチベッ

ト族の中国高所協力員の努力でルーは刑乍、キャ

ンプ設営は順調に進んだ。� 

5月17日、� 7400mのC4と7700mの� 

C5から出発した隊員は全員登頂に成功した。唯

一の中国人隊員で、女子のトンロは、日本仮IJの女

子隊員白沢あずみと一緒に頂上に立ち、日中の旗

をひるがえした。トンロはこれで漢族で初めて� 8 

OOOm峰に登った女子登山家になった。中国登

山協会の期待を背負って参加し、見事それに応え

た。� 19日には平田和男隊員が2人のシェルパと� 

2人の高所協力員と登頂した。� 

1 9日、中島、松林、瀬戸、榊原と私は個人装

備を持ってC3から� C4に登った。登挙指揮の松

沢は、年寄り� 2人が個人装備を持ってC3から� C 

4に登ったので、頂上は大丈夫と確信したらしい。� 

C4は尾根の上の小さな鞍部にあった。過去の登

山隊か放置したテントの残骸が幾張りか雪の中に

頭を見せていた。薄汚く無惨な光景である。夕刻

から猛烈な風が吹き抜ける。テントは今にも破れ

そうにはためき、ゆれる。各人酸素を毎分05リッ

トル吸って寝る。吸っていると身体が暖まって安

眠できるのだが、呼気と一緒に出る水蒸気が水滴

となり、あごのあたりを濡らして冷たく、何度も

目を覚ます。� 

1 962年、サルトロ・カンリの初登頂のとき、� 

7400mぐらいでピパークした。その時検にな

ると息苦しく、坐ると楽になる起座呼吸の症状が

あった。これは心肺機能不全の時に起る症状であ

る。しかし今回は酸素を吸って寝るので横になっ

ても楽である。

翌20日、珍しく朝から雪。視界悪く、アタツ
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ク中止。みな高度障害の症状なく元気、食欲も十

分ある。� 

2 1日朝、食事をして� 5時半出発。北京時間を

使っているので、� 3時間ほどのずれがある。本当

は2時3 0分~3 時ぐらいだろうか。中島も私も

予定どおり酸素を使って登る。� 2人とも日本山岳

会京都支部の村上さん製作の高所靴とオーバーシ

ューズをはいている。空は晴れて星のまたたきが

見える。

テントを出るとすぐ傾斜はきっくなる。� 35度

ぐらいか? ルートには工作隊がはったロープが

きっちり固定されている。ペツツルを使い、足と

腕で一歩一歩登る。酸素マスクをしているので、

景色や空を眺めたり、食べたり飲んだりするのが

何となく面倒で、ゆっくり休む気がしない。� 

C 5 (T7iα:m)は下のキャンプからも指摘できる

ピナクル(岩峰)の基部近くにあった。ここまで

私は酸素1.5リットル/分で来たのだが、一緒に登

っていた瀬戸がスピードを心配したのか2リット

ルに上げる。� 2リットルになって驚いたのは、登

るのが大変楽に感じたことである。� 10 ~ 1 5歩

ぐらい続けて登れる。 背負っている酸素ボンベも

まったく苦にならない。こんなんだったら、酸素

さえ吸えばチョモランマも登れるぞ!と一寸だい

それた考えが、チラーと頭に浮かぶ。

7900メートルぐらいに岩尾根を巻くところ

がある。そこに来た時、急、に息苦しくなり排尿し

たくなった。背負子ゲージを見ると、酸素は� Oに

なっていた。あわてて小便をし、ボンベとマスク

はそこにデボする。ここからは無酸素でふもう

頂上も近いはずだから、� 4歩か5歩に一回ひと患

ついて、着実なベースで登れli~必ず7頁上に着 く 、

という確信があった。 サルトロ・カンリ初登頂の

時は、 雪は膝か腰くらいまであった。深いと ころ

では、ラッセルはまさに水泳と同じで、手足を一

生懸命にうごかさねばならなかった。それに較べ

ると固定ロープは頂上まで続いている。ラッセル

もできている。そして晴天。不安な気持ちは起こ

りょうもなかた。

登り続けてふと見上げると、ルートは小さい岩

尾根の中のガリーを通っている。その上に� 2人の

隊員がいる。サーダー� (シェルパ頭)のダワ ・ノ� 

jレブとアンフ。ルパだ。私がガリーの下に着くと、

するすると下りてきて、私をエッサエッサと押し

上げ始めた。これは楽どころか苦しい。今までの

ペースが乱されて、呼吸がついて行かないのだ。

「ジャストモーメント� Jと叫ぶが聞いてくれない。

そこを越すと小さな鞍部があり、先に登頂した中

島と松林がいた。

中島は「そしたらワイさん、先に下りるよ。」

私は「どうぞ、どうぞ」と答える。下に降りてか

ら気が付いた。� 2人並んだ歴史的記念写真を撮り

そこねていた。疲れていて余裕がなく、� 2人とも

頭がボケていたのだろう。その時はまったく思い

つかなかった。彼はずっと1.5リットル/分で来た

ので、酸素はまだ切れていなかった。下りの途中

で切れたらしい。

そこから急峻な雪稜を伝って頂上に向かう。な

んと頂上までフィックスロープがはられている。

ここでも� 2人のシェルパには年寄りが危ないと見

えたのか、またエッサエッサと押し上げ始めた。

「ジ、ヤストモーメント」と叫んでも、何のそので

ある。息絶え絶えにやっと頂上に着いた。アン・

プルパは私をしっかりと抱きかかえるようにして

離さない。南側は切れ落ちて断崖となっていて危

ないのだ。彼らは私を北側の安全な方に向かせ、

「フォト、フォトJと言う。鞍部にいた松林が撮

ってくれる。終わると、 さあ下り ようとせかす。

ゆっくり登頂の感慨にふけって、周囲の山や景色

を眺める暇もなく、下り始める。今でも頂上から

見た景色はどうだったかあまり思い起こせない。

さて、下りになった。急、に疲れが出てきた。登

るのに夢中で、出発後ほとんど飲まず食わず、だっ

たせいもあったと思う。頭はしっかりしている気

がするのだが、足が言うことをきかない。すぐス

リップする。アン・プルパは私とアンザイレンし

て後ろから確保する。ダワ ・ノルブはアイゼンを

つけた時の下|俸はこうするのだ、と手本を見せて

くれる。� Iダワよそんなことは分かつている。足

の力が抜けて云うことをきかないのだ。」と心の

中で言う。下降の時、アクシデン トが多いのがよ

く分かる。� 
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途中、� C5で隊員諸君に無事登頂できたお礼の

言葉をトランシーパーで言ったのだが、声がかす

れて大きな声がでない。� F追分弱っているように聞

こえたらしい。

滑り、こけ、まろびながら� C4に帰り着く。ア

ンプルパがアイゼンをとってくれ、さあどうぞと

テントに押しこむ。テントの中央は張ってから時

聞がたっているので凹んでいる。尻から滑べりこ

むようになったので甲虫をひっくりかえしたよう

になってしまう。息苦しくて寝返りできない。先

に着いて中に酸素を吸って寝てしまったらしいが

覚えていない。

翌22日には� C3、23日にはC1、24日A 

BCに帰着した。� ABCまでは下り斜面でも長く

息が続かず、� 10-20歩で息をつかねばならな

かった。中島は元気で、よく休む私に時々たまり

かねて「さあ、頑張れ」と声をかける。彼は入山

前� 3カ月、家の近くの山にかけ足で登ったり、な

わ国tぴ1000回したりしてトレーニングをして

いた。私はスクワットと腕立て伏せぐらい。この

差はやっぱり大きい。

結局、日本人� 15人、シェルパ4人、中国人3

人、計22人が登頂した。医学研究もほぼ目的を

達した。� rムギJと「キュータ」の� 2匹のニホン

ザlレも� 5640メートルのABCまで登ってサル

の到達高度記録を達成した。これらの成果は、天

候が非常に安定していたこと、登挙隊長の松沢が

頂上に行きたい者にはできるだけ機会を与える、

という基本方針を持っており、実践したからだと

思う。また、チームワークも非常によかった。

おかげで� 59歳の中島、� 60歳の私の熟年組も

登頂できた。これが� 50歳以上の登山家たちに大

きな衝撃と波紋を与えたことは事実である。松沢

は「これからヒマラヤは銀の時代がきますよ」と

いう。だが、 ・これからヒマラヤの巨峰を目指す熟

年登山家たちは、私たちが若い隊員の大きな理解

と支援があったからこそ登れた、ということを忘

れないように希望して筆を置きたい。

中島道郎

哉の京都大学ヒマラヤ医学学術登山隊において、� 

5月21 B，60歳の斎藤惇生君ともうすぐ� 60 

歳になる私の両人は、揃ってシシャパンマ峰� 

(8027m)に登頂した。それが同年輩の諸氏には

大変刺激的な事件であったとのことで、一体どう

やってそれを可能にしたのか、とよく尋ねられる。

自分自身のことを振り返りながら、我々の幸運の

原因について考察してみた。

思いつくまま、京大隊の還暦男� 2人が登頂に成

功できた原因らしきものを列挙してみると、� 

1)対象が比較的登りやすい山であった。 

2)天気が非常によかった。� 

3)隊のまとまりがよしこの老人たち(若い隊

員たちは多分そのように我々を見ていたに違

いない)を何とか頂上に立たせてやろう、と

いう善意が隊内に満ちており、我々の行動に

対し、全員が終始協力的であった。

4)古典的な登山方法を採用したこと。また松沢

哲郎登馨隊長の指媛ぶりが大変優れていて、

登山計画に無理がなく、時間的、物質的に余

裕があったこと。

5) これは医学研究隊であるため、医師が9人も

いたこと。普通の隊なら私たちの他に医師は

いないか、いても� l人だけだろうから、年寄

りの冒険を許す寛容性は乏しく、先ず不可能

であったろう。� 

6) C 4では全員が毎晩4時間ずつ酸素を吸って

眠ったが、我々はさらにC4から上、頂上ま

で酸素を吸いつつ行動した。酸素の積極的使

用によって登挙時間は明らかに短縮している。

7)最後に、何といっても本人たちにヤル気が十

分にあったこと、両人ともヒマラヤ慣れをし

ていて、高所に対して余計な恐怖心を持たな

かったこと、などが挙げられよう。

そこで、これから年をとってもヒマラヤの(し

かも我々以上の)登頂を、と考えておられる諸氏

に、生意気にもアドバイスさせて頂くならば、� 

1)この歳になって初めていきなりヒマラヤ登頂

は無理。何度か場数を踏んでおく。� 
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2)普段のトレーニングは大切。毎日最低� I万歩

は歩く 。なるべくエレベーターには乗らない。� 

3)ヒマラヤ山中では「マイペース」を保ち、焦

らない。� 

4) しかし、その反面、常に若い隊員の邪魔にな

らないように心掛ける。草色対に、年長者である

ことに甘えていてはいけない。� 

5)毎日の体調チェックを怠らない。自覚症状、

脈拍数、呼吸数、体温~尿量、は自分で記録す

る。できれば血圧、指先酸素計による酸素飽和

度の測定をしてもらう。� 

6)栄養や水分補給には常に留意する。

以上は、要するに「自己管理の技術」である。

その面に関しては、年長者の方が優れている。そ

の点を十分にいかすべきではあるまいか。ヒマラ

ヤ登山の成功、不成功を左右する因子はあま りに

も多すぎる。たまたま 自分が成功したからといっ

て、偉そうなことを言うつもりはないが、ご参考

になれば幸甚である。

付記

本稿は、それぞ、れ下記のかたちでオリジナルに

公表されたものを関係各位の了解を得て、 部修

正して掲載したものである。斎藤惇生� r60歳、� 

8000m登頂記J(日本山岳会京都支部 『支部

だより� No.21J)、中島道郎「六十歳の八

千メートル峰登頂記J (日本山岳会� f山� No. 

54 4J )。� 
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